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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、野外教育の理論的枠組みを関係概念としての「風土」に着目して再
構築し、この風土的野外教育における実践上の要点を明らかにすることであった。
　前者については、野外教育を実践する場合に、必然的に認めねばならないという最小限度の不可欠な論点につ
いての５つの明文化がなされた。また、後者については野外教育実践を自己評価する用具を提出した。これは
「野外」の軸における風土性の3要素：身体（体験）性、空間（場所）性、時間（歴史）性と、「教育」の軸に
おける教の重視（意図的教育）と育の重視（無意図的教育）という2つの観点をそれぞれルーブリックを援用し
評価するものとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to restructure the theoretical framework of 
outdoor education focusing on the "Fudo" as a related concept, and to clarify the practical points 
in  outdoor education.
There were five view points on the minimal essential issues that must be recognized when practicing 
outdoor education.In addition,we presented a tool for self-assessing outdoor education practice. 
This is the three elements of "Fudo" in the "outdoor" axis: physical (experience), space (place), 
time (history),and the two perspectives of emphasis on teaching (intentional education) and emphasis
 on education (intentional education) in the "educational" axis .They are respectively evaluated 
using rubrics.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
野外教育の分野で現在まで整理されてこなかった実践の足場となる原則（背景となる理論）について明文化され
た。これにより実践や研究において共通の認識のもと様々な議論を行えるようになり当該分野の発展に寄与する
ことが期待される。
また、この実践の学における理論を空論としないために、明文化された原則を参考にして指導者が野外教育実践
を自己評価する用具の開発を行った。これにより野外教育の「野外」とは何かといった観点や野外教育の「教
育」で特筆すべきは何か、といった本質的な視座から実践に反省的省察を行えるようになった。これにより生き
る力の醸成等に効果的とされる野外教育実践が更に充実し大いに社会に貢献するであろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

自然環境での直接体験を本質とする「野外教育」では「生きる力」とのポジティブな関係
が多く報告されている。しかし当該分野において「野外（及び自然）とは何か？」や「野外
教育における教育の特徴とは何か」また「なぜ人間にとって野外が効果的なのか」といった
哲学的議論は僅かであった。このような理論的背景の脆弱さは野外教育実践における「場（野
外）の意味」を曖昧にし，このままでは「生きる力」を揺さぶるような野外教育の潜在力発
揮を妨げかねない状況であった。 

 

２．研究の目的 

本研究では、まず関係概念としての「風土」に着目し野外教育の理論的枠組みを構築する
ことを目的とした。 

その後，さらにこの風土的野外教育における実践への適用を進めるために、これらの要点
を教育実践に活用可能にした評価用具を開発し、理論と実践を架橋することを目的とした。 

以下に具体的な内容について記す。 

（１） 「風土」概念が野外教育実践に示す方向性と内容を明文化する（理論の構築） 

（２）野外教育の実践をどのように捉えるかについて「風土」の視点を交えて検討し、それ
らを教育実践で活用可能な評価用具に落としこんでいく。 

 

３． 研究の方法 

（１） 筆者によりなされた野外教育における「野外」の定義に基づく基本的原理の明文化 
風土を介して野外教育を探求する際に，これを欠いては風土的野外教育が成立しえ

ず，認めねばならない最小限度の不可欠な基本的原理を仮説的に提起した．先に検討
され「風土」により再定義された「野外」概念に基づき、その内容に即して明文化し
具体化する方法により実施した。その後、風土的野外教育の基本的原理を野外教育の
専門家１名で精査し、明文化した。 

（２）野外教育実践の可視化 
先の「野外教育の原理の明文化」による知見を援用して、野外教育実践者が自身の

活動を布置（マッピング）可能にする二次元マッピング図を提案した。この図は、「教
育」を X軸、「野外」を Y軸にとり直交させ、平面上に二つの情報を有する座標（X、Y）
として定位可能にする（X 軸→教育軸：教の重視｟意図的｠・育の重視｟無意図的｠、
Y 軸→野外軸：風土性高・風土性低） 

 
４．研究成果 

（１）野外教育を実践しようとする場合これを除いては（風土的な）野外教育が成立し得ず、
必然的に認めねばならないという最小限度の不可欠な論点についての明文化がなされ
た。以下に記す。 

 
Ⅰ 野外教育実践では風土および風土性が意識されるべきである  
Ⅰ－1 野外教育実践では身体的な関わり合い（体験、あるいは実存的に外に出るこ
と）が意識されるべきである  
Ⅰ－2 野外教育実践では地域（実践の場）の自然は生活的自然として理解され扱わ
れるべきである  
Ⅰ－3 野外教育実践では地域社会・人々の自然との関わりにおける共同性・共同関
係が理解され扱われるべきである  
Ⅰ－4 野外教育実践では地域の自然と人々との関わりにおける一体性・身体的関わ
りが理解され扱われるべきである 

  以上、野外教育の実践において不可欠な論点として提示・明文化された。 
 

（２）野外教育実践を自己評価する用具を提出した。これは「野外」の軸における風土性を
構成する身体（体験）性、空間（場所）性、時間（歴史）性という３つの要素と、「教
育」の軸における教の重視（意図的教育）と育の重視（無意図的教育）という 2 つの
観
点
を
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ブ
リ
ッ



クを援用し評価するものであった。また、先の風土性を補足する契機を布置の要素と
する別の図：正三角形のレーダーチャートも作成した。 
これら野外の 3 要素ならびに教育における 2 つの観点は考慮すべき野外教育の実践

上の要点といえる。 
この評価用具により、指導者が自分の教育実践について反省的省察を実行すること

ができる。 
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